
活用事例５「活かすＤＢ（農林業センサスと行政情報等（地域指標））」を活用した地図情報 

経営耕地面積５ha以上の農業経営体が増加した農業集落（農業地域類型別）＜兵庫県＞ 

 

１．活用のイメージ 

経営耕地面積５ha以上の農業経営体数が５年間（2010年→2015年）で増加した農業集落を農業地域類

型別にマップ化して、地域での経営耕地規模拡大の状況を農業地域類型別に視覚化。 

２．活用するデータ 

（1）出 典 資 料 （ 年 次 ）：① 農林業センサス（2010年、2015年）、② 農業地域類型（29年度改訂） 

（2）表（統計表）の名称：① 農業経営体_経営耕地面積規模別経営体数 

（2）表（統計表）の名称：② 農業地域類型（平成29年改訂） 

（3）地図情報に用いた指標：① 経営耕地面積５ha以上の農業経営体数   

（経営耕地面積規模5.0～10.0階層以上の農業経営体数の和） 

② 農業地域類型１次分類 

３．地図情報 

経営耕地面積５ha以上の農業経営体が増加した農業集落（農業地域類型別）＜兵庫県＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農業地域類型 

増加した農業集落（2010年 → 2015年） 



４．分析データ（地図情報の指標）の作成 

（１）分析に必要なデータを活かすＤＢからダウンロードします。 

① 農林業センサス 

【農林水産省ホームページ】  

統計情報＞地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ＞農林業センサス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ダウンロードするファイル名＞ SA1025_2015_2015_28.xlsx、SA1025_2010_2015_28.xlsx 

② 農業地域類型 

【農林水産省ホームページ】  

統計情報＞地域の農業を見て・知って・活かすＤＢ＞地域指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ダウンロードするファイル名＞ IA0001_2017_2015_28.xlsx 

 

＜農業地域類型＞ 

農林統計の分析及び農政の推進の基礎資料として活用するため、市区町村及び旧市区町村ごとに、そ

の地域の土地利用上の特性により類型化した統計表章区分として設定。 

 

（1）地域農業構造を規定する基盤的条件の等質性に基づいた区分を第１次分類。 

（2）各基本類型地域に形成される農業経営の基盤的条件の差異を示す区分を第２次分類。 



（２）ダウンロードファイルを展開、必要な項目を集約、分析データを追加します。 

① 農林業センサス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 農業地域類型 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析データの計算方法＞ 

経営耕地面積５ha以上の農業経営体数（経営体）=Σ（ 5.0～10.0 ～ 100ha以上 ）･･･（A） 

経営耕地面積５ha以上の農業経営体数の増減（経営体）= 2015（A）- 2010（A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業地域類型１次分類（J列） 

（農業地域類型の地図作成データ） 

経営耕地面積規模５ha以上の農業経営体の増減 

＝IF(OR(J●="x",K●="x"),"x",IF(AND(J●="-",K●="-"),"-", 

IF(J●="-",K●,IF(K●="-",J●*-1,K●-J●)))) 

経営耕地面積規模５ha以上の農業経営体 

（5.0～10.0階層以上農業経営体の和） 

=IF(S●="x","x",IF(SUM(S●:X●)=0,"-",SUM(S●:X●))) 

 

 

増加した農業集落の農業地域類型１次分類 

（増加した農業集落の地図作成データ） 

=IF(OR(L●="x",L●="-",L●<1),"",M●) 


